


 

 

 

冨安 兆子 （とみやす よしこ） 

家族の暴力から逃れてきた女性たちが、心も身体も回復

して新しい生活をスタートするためのお手伝いをします。 

あなたの未来のために。 

北九州シェルター共同代表 

DV 防止法以前の段階から民間によるシェルターの必要

性を痛感し、北九州市の新人女性弁護士を代表として

1999 年北九州シェルターを開設。 

後に共同代表として現在に至る。 

 
西村 健司 （にしむら けんじ） 

一人で食事をする子どもが減少するとともに、友達や地

域の大人と安心して過ごすことのできる居場所となるよう

に。 

子ども食堂ネットワーク北九州事務局兼 

コーディネーター 

一般社団法人コミュニティシンクタンク北九州理事 

 

野口 義弘（のぐち よしひろ） 

 「反省は一人でもできるが、更生は一人ではできない。

地域の支援が必要である。」をモットーに、非行少年と呼

ばれる子どもが、一人でも多く立ち直れるよう支援してい

きたい。 

福岡県協力雇用主会会長 

2010 年に就任し、現在に至る。 

・特定非営利法人福岡県就労支援事業者機構常務理事 

・北九州市「青少年の非行を生まない地域づくり」推進本

部特別顧問 



 

 

 

原田 昌樹 （はらだ まさき） 

そのままの姿でいいのですよ。 

あなたがどのような状態でもあなたの価値は変わらない。

だからいっしょに歩きましょう。 

認定 NPO 法人フードバンク北九州ライフアゲイン理事長 

北九州希望の光キリスト教会牧師 

従来から里親や夜回り等を通じ、こどもの育成、生活困窮

者支援を続け、貧困の連鎖が「幼少期養育の崩壊」から

始まっていると実感。負の連鎖から抜け出せるしくみ構築

に尽力。 

 

和田 修 （わだ おさむ） 

ひきこもり支援に必要なことは「すること」ではなく「いるこ

と」。 

押し付けるのではなく、動きたいと思った時に力になって

くれる人がいる、行ける場所があることを目指して活動し

ています。 

北九州市ひきこもり地域支援センター「すてっぷ」 センタ

ー長 

北九州市中学校スクールカウンセラー、九州国際大学・

学生相談室カウンセラーを経て現職に至る。 

ひきこもりフリースペース「café バロン」を主催。 


